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十全大補湯の経 ロ投与に よ る癌の 悪性化進展

　　　　（プ ロ グ レ ッ シ ョ ン）の 抑制効果
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【目的】発生 した癌細胞が 増殖 して い く過程で 様々 な 因子 の影響を受け 、 よ り悪性度の 高

い 細胞集団 へ と変化 し、 浸潤 。転移を 引 き起 こ す現象 （悪性化進展 ： プ ロ グ レ ッ シ ョ ン ）

は、癌の 診断及び治療 の 上 で 極め て 重要な 課題 で あ る 。 しか しな が ら、プ ロ グ レ ッ シ ョ ン

を観察で きる実験 モ デ ル の 確立が遅れ て い た た め に 、 プ ロ グ レ ッ シ ョ ン の 機構、捉進因子

及び抑制物質の 開発に焦点を当て た研究 は少な い
。 我 々 は 、

メ チ ル コ ラ ン ス レ ン 誘発の 自

然退縮型癌細胞が種 々 の 要因によ り生体内で致死的増殖性を獲得する実験 モ デ ル を用 い て 、

癌の プ ロ グ レ ッ シ ョ ン に 及 ぼ す十全大補湯 （  ッ ム ラ 、
TJ −48） の 効果を 検討 し た の で 報

告 す る 。

【方法 ・結果】c57BL ／6マ ウ ス 線維肉腫よ り分離 した QR −32退縮型 癌細 胞 は 、 正常 同系

マ ウ ス に皮下 あ るい は静脈内移植す ると自然退縮する が 、 異物で あ る ゼ ラ チ ン ス ポ ン ジと

同時 に 皮下移植す る こ と に よ り、致死的増殖性を獲得 した癌細胞 （QRsP癌細胞） に 不可

逆的に 変換す る 。 （1）QR−32癌細胞 とゼ ラ チ ン ス ポ ン ジ を同時皮下移植後 、 十全大補湯

（40  ／day）を 7 日間に わ た り経 口投与 した 結果 、 対照群 に 比較 して有意に腫瘍増殖 の 抑

制と生存期間の 延長が観察 され た。 （2）腫瘍移植後 、 十全大補湯 （4， 20，40  ／day） を

経ロ 投与 し、 21日目の 皮下移植腫瘍径を計測 した結果、用量依存的に腫瘍 の増殖抑制が認

め られ た 。 　（3）十全 大補湯 （40  ／day）を腫瘍移植前 の 7 日間、移植後 の 7 日間 、 あ る

い は 8 日目よ り 7 日間経口 投与 した結果、移植前投与群 と移植 1 日目よ り 7 日間投与 した

群 に お い て 、有意な 腫瘍径の縮小が み られ た。（4）得 られ た増殖型 QRsP癌細胞 は ゼ ラ

チ ン ス ポ ン ジ な し に移植した 皮下で 増殖 したが 、 移植後 7 日間 の 十全大補湯 （40田g／day）

の 経口 投与 に よ り 、 腫瘍 の増殖は対照群に 比較 して 有意 に抑制さ れた 。 しか し、そ の 効果

は ゼ ラ チ ン ス ポ ン ジに よ り誘導され る QR−32癌細胞の 増殖型 へ の 悪性変換 に 及 ぼ す効果

ほ ど著明で はなか っ た 。

【結論】以上の 結果 よ り、 十全大補湯は癌 の プ ロ グ レ ッ シ ョ ン を抑制す る こ と が 明 ら か と

な り、 癌の 悪性化変換の初期の段階 に作用す る可能性が示唆された 。
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